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１　今年度の最終評価について
(1)　学校経営

(2)　教科指導

(3)　生徒指導・特別活動

(4)　進路指導

伊方中学校　教頭

委
員

保内中学校　教頭

・進学、就職の実績は今の状態を保ちつつ、生徒
の今後の生き方につながるような指導も行ってい
ただきたい。
・様々な進路選択、保障をしていただけるとあり
がたい。

・家庭学習の調査方法に次年度への改善がみられ
る。

・交流活動を継続し、学校ホームペー
ジや市広報、地元ケーブルテレビ、新
聞社などの情報機関と連携しながら生
徒の活動をあらゆるところで発信す
る。

・引き続きClassiでの入力も行う
が、考査期間中は記録用紙を用い
て、家庭学習時間を把握する。

・学校アンケート等を活用し、生
徒から発信される情報を把握でき
る体制を確保する。
・引き続き、講話や講演などを充
実させる。
・皆勤者が何人いたかを目標に掲
げることを検討している。

・上級学校見学や企業見学におい
ては、実施するだけでなく、事前
指導・事後指導を通じて意義を考
えさせていきたい。
・就職、進学の面接など個別指導
は今まで以上に全教職員で実施す
る体制を充実させたい。

・全てを教職員が把握するのは非常に難しいた
め、生徒同士の自浄作用や情報を伝えてもらえる
関係作りが大切ではないか。
・SNS、交通事故対策がやはり重要だと感じる。
・不登校の生徒が多い現実をふまえ、全員登校を
目指すにしても、表向きの目標は違う形にしてい
くのが良いのではないか。

・今後も地域との連携を大切にして、地域に根差
した教育を実践していただきたい。また、小学生
との農業交流では、新しい発想、知識、経験を手
に入れることができている。今後も続けていただ
きたい。
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(5)　人権・同和教育

(6)　情報・図書・研修

２　学校運営全般

・川高生の活動を多くの方に知っ
ていただけるように、今まで以上
にホームページで情報を発信し、
川之石高校の良さを伝えていきた
い。
・中学校のホームページとリンク
できるかは、今後、様々な面から
検討していきたい。

・生徒の活動、学校行事、授業風
景等の様子を、ホームページ等を
利用して積極的に発信する。川之
石高校の魅力を、閉校まで発信し
続けていきたい。

・評価の具体的目標が評価項目にあっているのか
確認していただきたい。
・「人権だより」を保護者がどの程度読んでいる
か把握する取組は評価できる。ハードルは高い
が、継続して活動していただきたい。

生徒の人権意識向上に向け、これ
までの活動を継続しつつ、アン
ケート等で実態を把握する。
人権だよりの内容を検討し、今後
も保護者への啓発活動として継続
する。

・ホームページをしばしば見ている。地元の高校
生の活躍は励みになり、保護者も地域住民も元気
を与えてもらえる。今後も川高の良さ、生徒の頑
張りを発信し、地域に元気を与えていただきた
い。また、中学校のホームページと高等学校の
ホームページがリンクできると良いと考えてい
る。

・川高の魅力をもっと発信していただき、入学希
望者が増え、一層活気のある地元の高校になって
いただきたい。また、川之石高校には他の高校に
はない素晴らしい特色があることを生徒に教えて
あげていただきたい。


